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会
員
皆
さ
ま
に
は
、
日

頃
か
ら
暖
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

４
年
ぶ
り
に
対
面
開
催

と
な
っ
た
第
52
回
定
時
総

会
を
５
月
19
日
、
さ
い
た

ま
市
内
の
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ

ン
テ
武
蔵
野
で
開
き
、
本

年
度
事
業
計
画
な
ど
全
６

議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
協
会
が
一
般

社
団
法
人
へ
移
行
し
て
10

年
と
な
り
、
公
益
目
的
支

出
計
画
を
推
進
し
、
今
年

３
月
に
達
成
し
た
こ
と
を 公

益
支
出
目
標
を
達
成

第
52
回
通
常
総
会
開
く
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4 県営住宅保守点検業務説明会、
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6・7 支部だより、グルメリポート
8 賛助会員寄稿
9 賛助会員名簿
10・11 支部別会員名簿
最終面 盆栽シリーズ、編集後記

目　次 表紙写真＝「羽衣の滝」（北海道上川郡東川町）
提供＝不破隆夫（不破設備工業㈱）

第52回定時総会
会長あいさつ

　

昨
年
度
ま
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
続
い
た
影
響
で
、
人

数
制
限
を
し
た
う
え
で
の

総
会
で
し
た
が
、
今
年
の

５
月
８
日
か
ら
５
類
感
染

症
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ

と
で
、
４
年
ぶ
り
に
平
時

の
総
会
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
当
協
会
は
昨
年

度
、
一
般
社
団
法
人
と
し

て
10
年
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
、
平
成
25
年
度
を

初
年
度
と
し
た
公
益
目
的

支
出
計
画
を
毎
年
着
実
に

進
め
る
こ
と
で
、
令
和
５

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
ど
も
で
は
、
一
般
会

計
と
公
益
事
業
の
二
本
立

て
の
会
計
処
理
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
こ
３
年
間

は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
一
般
会

計
、公
益
事
業
と
も
に
、役

員
、会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
ま
し
て
、で
き
る

範
囲
で
無
事
に
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
協
会
の
収
入

の
状
況
で
す
が
、
収
入
の

３
本
柱
で
あ
る
会
費
収

入
、
共
済
保
険
の
事
業
お

よ
び
公
社
の
受
託
事
業
と

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
会
費

収
入
に
つ
い
て
で
す
が
、

正
会
員
は
現
在
49
社
と
前

年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
の

で
、
横
ば
い
の
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
協
会
と
し
て
新
規
会
員

の
開
拓
を
進
め
る
と
と
も

に
、
会
員
企
業
へ
の
情
報

提
供
、
研
修
会
、
視
察
研

修
に
加
え
、
国
や
県
、
公

社
と
の
意
見
交
換
会
な
ど

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
共
済
保
険
と
公

社
の
受
託
事
業
の
方
で
す

が
、
と
も
に
ほ
ぼ
例
年
並

み
の
事
業
実
績
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
収
入
の
安
定

し
た
共
済
保
険
や
受
託
事

業
収
入
が
あ
っ
て
、
は
じ

め
て
健
全
な
協
会
運
営
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
設
備
業
界

の
独
自
性
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
分
離
分
割
発
注
を
埼
玉

県
に
要
望
し
て
い
く
と
と

も
に
、
業
界
へ
の
入
職
促

進
や
技
術
者
確
保
・
育
成

に
力
を
い
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

協
会
の
活
性
化
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

 
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

報
告
し
ま
し
た
。

　

承
認
さ
れ
た
議
案
は
、

前
年
度
事
業
報
告
や
本
年

度
事
業
計
画
、
公
益
目
的

支
出
計
画
の
実
施
結
果
と

完
了
報
告
な
ど
で
す
。
本

年
度
も
業
界
全
体
の
課
題

で
あ
る
次
世
代
を
担
う
若

手
職
員
の
確
保
・
育
成
、

技
術
力
向
上
を
図
る
た

め
、
若
年
労
働
者
の
育
成

と
指
導
に
力
を
入
れ
て
、

協
会
全
体
の
若
返
り
を
図

り
つ
つ
、
正
会
員
と
賛
助

会
員
と
の
協
調
な
ど
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
具
体
的

に
は
新
人
技
能
講
話
や
若

手
社
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
、
１
・
２
級
管
工

事
施
工
管
理
技
術
検
定
に

向
け
た
受
験
講
習
会
、
管

工
機
材
生
産
工
場
・
厨

房
・
給
湯
器
工
場
の
視
察

研
修
な
ど
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
多

く
の
賛
助
会
員
や
来
賓
が

出
席
し
た
懇
親
会
を
開
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
埼

玉
県
の
山
科
昭
宏
都
市
整

備
部
長
は
「
毎
年
、
蓄
電

池
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
等
の

防
災
支
援
品
を
防
災
基
地

や
県
土
整
備
事
務
所
に
寄

贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

ほ
か
、
県
営
住
宅
の
管
理

に
従
事
し
て
い
た
だ
く
な

ど
市
民
の
安
心
安
全
の
確

保
に
昼
夜
を
問
わ
ず
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
大
野
元
裕

知
事
の
祝
辞
を
代
読
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
県
住
宅

供
給
公
社
の
庄
司
健
吾
理

事
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ま
に
日
常
的
な
修
繕
対

応
、
設
備
異
常
の
早
期
発

見
な
ど
に
お
力
添
え
を
賜

り
た
い
」
と
協
会
の
一
層

の
活
躍
に
期
待
さ
れ
ま
し

た
。

多くの賛助会員や来賓も出席した
懇親会を開きました

「
入
職
促
進
や
技
術
者
確
保
・
育
成
を
」

会
長

飯
沼
　
章

一
般
社
団
法
人

　

 

埼
玉
県
空
調
衛
生
設
備
協
会
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コロナ禍以前と同規模で行われた総会

全建の奥村会長㊧に要望書を手渡した

表
紙
写
真
紀
行

表
紙
写
真
紀
行

　

北
海
道
上
川
郡
東
川
町
、
北
海
道
の
最
高
峰
旭
岳
の
山
麓
、
天
人
峡

の
奥
に
あ
る
滝
。
日
本
の
滝
百
選
に
も
選
ば
れ
、
北
海
道
で
最
大
落
差

２
７
０
ｍ
は
圧
巻
で
す
。

不
破
設
備
工
業
㈱
　
不
破
　
隆
夫

二
科
会
写
真
部
会
員

「
羽
衣
の
滝
」

　

「
風
と
水
と
」
令
和
５

年
盛
夏
号
が
発
刊
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県

空
調
衛
生
設
備
協
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
県
立

学
校
等
で
の
技
術
指
導
や

業
界
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に

加
え
、
県
土
整
備
事
務
所

や
防
災
基
地
等
に
防
災
備

品
等
を
御
寄
附
い
た
だ
く

な
ど
県
政
の
推
進
に
格
別

の
御
支
援
御
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

近
年
は
、
令
和
元
年
東

日
本
台
風
を
始
め
、
昨
年

７
月
の
比
企
地
域
を
中
心

と
し
た
大
雨
、
今
年
６
月

の
梅
雨
前
線
や
台
風
２
号

に
よ
る
県
東
部
地
域
の
水

害
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に

大
き
な
被
害
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
今
年
は
関
東
大

震
災
か
ら
１
０
０
年
の
節

目
の
年
で
す
が
、
こ
こ
の

と
こ
ろ
各
地
で
地
震
が
発

生
し
て
お
り
、
首
都
直
下

地
震
へ
の
備
え
を
欠
か
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

貴
協
会
に
お
か
れ
て

は
、
災
害
時
の
応
急
復
旧

へ
の
取
組
と
し
て
、
給
排

水
設
備
の
応
急
対
策
に
つ

い
て
県
と
協
定
を
締
結
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
大

変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
土
整
備
部
と
し
て

は
、
県
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
治
水

対
策
や
道
路
網
の
多
重

化
、
橋
梁
の
耐
震
化
な
ど

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
建
設
業
界
に
お

け
る
若
年
者
の
入
職
減
少

や
人
手
不
足
な
ど
大
き
な

課
題
を
解
消
す
る
た
め
、

令
和
元
年
に
「
新
担
い
手

３
法
」
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
来
年
４
月

か
ら
は
こ
れ
ま
で
猶
予
さ

れ
て
い
た
建
設
業
界
へ
の

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
土
整
備

部
で
は
、
労
働
環
境
の
改

善
を
図
り
建
設
業
界
が
魅

力
あ
る
職
場
と
な
る
こ
と

で
若
者
を
始
め
新
た
な
担

い
手
が
確
保
で
き
る
よ

う
、
週
休
２
日
制
の
推
進

や
施
工
時
期
の
平
準
化
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
の
た
め
の

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
業
界
全
体

で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の

あ
ら
ゆ
る
面
で
効
率
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
Ｄ
Ｘ
の
活
用
に
向
け

た
基
盤
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
建
設
業

の
許
可
・
更
新
事
務
や
経

営
事
項
審
査
に
つ
い
て

も
、
本
年
１
月
か
ら
申
請

や
手
数
料
納
付
の
電
子
化

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

申
請
の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
窓

口
に
出
向
く
こ
と
が
不
要

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
作

成
書
類
や
添
付
資
料
の
削

減
や
迅
速
化
が
図
れ
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
御
活
用

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

様
々
な
場
面
で
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
が
大

き
く
変
化
す
る
時
代
に
あ

っ
て
も
、
社
会
資
本
整
備

の
重
要
性
は
い
さ
さ
か
も

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

と
り
わ
け
、
空
調
・
衛

生
設
備
に
つ
い
て
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
社

会
基
盤
と
し
て
、
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

協
会
の
皆
様
に
は
、
安

心
・
安
全
で
魅
力
あ
る
県

土
の
構
築
の
た
め
、
引
き

続
き
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

日空衛第75回総会／ゼネコンに働き方改革で要望書
ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

　日本空調衛生工事業協会の第75回定時総会が、５月23日に都内の帝国ホテ
ル東京で開催されました。新型コロナウイルスの感染症法上の分類が５類に移
行されたことを受けて、４年ぶりにコロナ禍以前と同規模、内容で開催され、
埼空衛からも飯沼会長ら役員が出席しました。
　あいさつで藤澤一郎会長（ダイダン）は、来年４月から時間外労働の上限規
制が適用されることから、同じ後工程を担う設備工事業として日本電設工業協
会と共同で、４月19日に日本建設業連合会へ、４月20日には全国建設業協会
へ要望書を提出したことを報告しました。要望内容は、適切な工期設定や契約
変更に関するものと、働き方改革関連法の順守を求めるもので、藤澤会長は
「ゼネコンも同じ建設業であり、向いている方向は同じというのが直接お会い
して話を伺った感触」と感想を述べられました。また藤澤会長は、働き方改革
などさまざまな課題を視野に「中期ビジョンを見直し、新たなビジョンとして
日空衛２０２５を策定することにしました」と報告。来年度中の策定に向け作
業を進めるとし、アンケートなどに会員の協力を求めました。

県
内
建
設
業
の

  

　
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に

埼
玉
県
県
土
整
備
部
長

金
子
　
勉
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注
意
事
項
や
関
係
法
令
を
確
認

県
営
住
宅
の
給
水
施
設
保
守
点
検
業
務
説
明

蓄
電
池
を
県
に
寄
贈

住宅公社の職員が説明されました

飯沼会長が目録を手渡した
（㊤県土整備部㊦危機管理防災部）

　

協
会
の
防
災
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
県
に
対

し
て
防
災
支
援
備
品
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
今
回
は
蓄

電
池
を
県
土
整
備
部
に
12

セ
ッ
ト
、
危
機
管
理
防
災

部
に
11
セ
ッ
ト
寄
贈
。
３

月
24
日
に
県
庁
で
行
わ
れ

た
寄
贈
式
に
は
、
協
会
か

ら
飯
沼
会
長
と
中
村
浩
之

副
会
長
、
中
村
広
事
務
局

長
が
出
席
し
、
県
土
整
備

部
の
北
田
健
夫
部
長
、
危

　

４
月
26
日
、
令
和
５
年

度
の
県
営
住
宅
給
水
施
設

保
守
点
検
等
業
務
担
当
者

説
明
会
を
、
さ
い
た
ま
市

内
の
埼
玉
県
管
工
事
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
埼
玉
県
住
宅
供
給
公

協
会
の
防
災
支
援
事
業

機
管
理
防
災
部
の
三
須
康

男
部
長
に
対
し
、
飯
沼
会

長
が
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

飯
沼
会
長
は
「
蓄
電
池

は
軽
量
で
持
ち
運
び
も
便

利
で
す
。
ま
た
充
電
量
を

管
理
す
る
た
び
に
防
災
意

識
を
確
認
で
き
、
さ
ら
に

意
識
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
」
と
効
果
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

県
土
整
備
部
は
県
内
の

各
県
土
整
備
事
務
所
へ
、

危
機
管
理
防
災
部
は
県
内

５
カ
所
の
防
災
基
地
に
も

配
備
し
ま
し
た
。

社
技
術
部
の
公
営
住
宅
技

術
課
と
県
内
４
支
所
か
ら

８
人
の
職
員
を
招
い
て
、

参
加
し
た
会
員
各
社
の
担

当
者
は
、
本
年
度
の
保
守

点
検
や
修
繕
工
事
時
の
注

意
事
項
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
飯
沼
会
長

は
「
県
営
住
宅
の
給
水
施

設
保
守
点
検
業
務
は
、
協

会
運
営
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
大
切
な
事
業
の
１
つ

で
す
。
今
年
度
も
お
か
げ

様
で
公
社
か
ら
業
務
の
委

託
を
受
け
、
当
協
会
42
社

に
よ
り
遂
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」
と
報
告
。

続
け
て
「
県
営
住
宅
の
老

朽
化
や
入
居
者
の
高
齢

化
・
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
も

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
発
生
し
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。
協
会
と
し
て

も
会
員
企
業
の
実
態
に
合

わ
せ
て
、
極
力
負
担
が
か

か
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
が
、
本
日
の
説
明

会
で
一
層
の
理
解
を
深
め

て
く
だ
さ
い
」
と
有
意
義

な
説
明
会
と
な
る
よ
う
期

待
し
ま
し
た
。
ま
た
「
業

務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は

１
９
７
９
年
で
今
年
で
43

年
目
と
な
り
ま
す
。
県
内

各
地
の
お
よ
そ
３
２
０
の

県
営
住
宅
給
水
施
設
点
検

業
務
す
べ
て
を
当
協
会
の

会
員
企
業
の
み
で
遂
行
し

て
き
た
実
績
は
大
い
に
評

価
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
業
務
は
大
変
で

す
が
し
っ
か
り
と
行
い
、

入
居
者
は
も
と
よ
り
県
民

に
安
心
安
全
快
適
を
提
供

で
き
る
よ
う
皆
様
に
お
願

い
し
ま
す
」
と
さ
ら
な
る

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

出
席
し
た
公
社
職
員
８

人
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
公

社
の
見
内
貴
志
主
幹
が
保

守
点
検
や
修
繕
工
事
、
関

係
法
令
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。
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『庭の小さな畑』
ソーセツエンジニアリング㈱

友田　恵
　自宅の庭の小さな畑に毎年、ミニトマトやししとう、
オクラの苗を植えています。
　小さかった苗が日に日に大きくなり花を咲かせ、実
になるまでの過程を見るのは子供にとっても勉強に
なり、一緒に収穫して調理をする事も楽しくて一層お
いしく感じます。
　一年中、必要な食材を購入できますが、旬の時期
に味わうのは格別です。
　暑い夏に逞しく成長する姿はとても力強く、私にも
元気を与えてくれています。

『値上がりだから』
ハギワラ㈱
木村　福美

　世界情勢を背景にしたエネルギー価格の高騰によ
りライフライン・食料品・ガソリンの補助金も９月には
終了で１０月からさらなる値上げ。
　困った！何かしないと。
　こまめに電気を切る。エアコン温度の設定を変え
る。食料ロスを無くす。車から自転車へ。今は、物が安
易に手に入る時代だからもったいない精神は、忘れ
ていたかも。値上げには追いつく事は出来ないが
ちょっと足らない生活もこれからは、必要。
　少しの我慢で、CO2削減地球温暖化にも緩くブ
レーキがかけられるといいな。

『大事な食事』
大宮管工㈱
野原　千鶴子

　医者から「奥さん、旦那さんの食事管理をお願い
します。このままの食生活だと入院だよ。」
　ある日、夫が腹痛を訴え病院へ行き、その血液検
査の結果が最悪でした。
　以前から夫の暴飲暴食を見て見ぬふりをしていた
訳ではないが、少し気になっていました。その日の午
後、早速図書館で本を借り、栄養バランスの勉強を始
めました。
　夫の食事は野菜、魚を中心に腹五分目とし、半年
後の血液検査で、数値も正常に戻り、安堵しました。
　会社では農業部に入っています。みんなで精魂込め
て作った野菜で美味しい料理を作ることが楽しみです。

『家族と趣味』
㈱渋谷設備工業
橋本　幸子

　趣味のある人生は人を豊かにする。
　この言葉が常に頭の片隅にありましたが、なかな
か実現するのは難しいと考えていました。
　昨年、夫から言われた「山登り行かない？」という
言葉に何気なく乗ってみました。
　これまで夫婦共通の趣味などはなく、ましてや家族
で共有する趣味もありませんでした。
　家族で登った高尾山、日和田山、御岳山は自分の
想像以上に良い経験となりました。
　まだ登る山の選定やコースなどは夫任せではあり
ますが、家族みんなで登る山は、どれも素敵な思い出
となっています。

『週末ウォーキング』
竹内セントラル㈱
長瀬　百合

　コロナ禍で運動不足解消のため始めたウォーキン
グも今では週末の楽しみになっています。自然が多い
川沿いや水元公園、街中などその日の気分によりい
ろいろな場所を夫と一緒に1時間くらい歩きます。少し
早歩きですがウォーキングしながらの会話はいつもと
は違う話題で盛り上がり、体を動かすことで気持ちも
すっきりストレス解消にもなります。
　この習慣は心と体の健康のためこれからも続けて
いきたいと思います。

女性の広場女性の広場
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さ 

い 

た 
ま 
支 

部

「ライオンズクラブ活動」
アサヒ住建㈱

箕輪　登

　

支
部
だ
よ
り
に
初
め
て

寄
稿
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

趣
味
は
、
海
釣
り
を
少
々

や
り
ま
す
が
特
に
無
く
、

仕
事
以
外
で
は
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し

く
24
年
間
続
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
国
際
的
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
で
あ
り
、
世
界

中
に
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
地
域
社

会
の
福
祉
や
慈
善
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
同
業
者
の

地
元
先
輩
方
よ
り
、
誘
わ

れ
て
上
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
に
入
会
し
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。
一
つ
は
、

私
の
長
男
次
男
が
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
に
入
会
。
野

球
・
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て

も
ら
い
楽
し
い
少
年
時
代

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
縁
に
よ
り
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
青
少
年

健
全
育
成
事
業
と
し
て
、

地
域
の
少
年
達
の
成
長
と

教
育
を
支
援
す
る
活
動
と

し
て
、
「
上
尾
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
杯
」
争
奪
戦
と

称
し
た
野
球
・
サ
ッ
カ
ー

大
会
を
毎
年
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
優
勝
を
目
指
し

て
、
一
生
懸
命
に
試
合
に

臨
ん
で
い
る
少
年
達
を
見

て
毎
回
感
激
を
し
て
お
り

ま
す
。
青
少
年
達
が
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
心
身
共
に

成
長
し
て
い
く
お
手
伝
い

が
出
来
れ
ば
幸
い
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
災
害
援

助
活
動
で
す
。
私
個
人
で

は
、
全
く
の
無
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
日
頃
よ
り
近

隣
の
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
各
市
町
村
行
政
と
の

協
定
が
あ
り
、
災
害
発
生

時
、
緊
急
物
資
等
の
提
供

が
必
要
な
地
域
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
連
絡
を
取

り
合
い
、
迅
速
な
支
援
対

応
が
で
き
る
体
制
が
あ
り

ま
す
。
実
際
に
緊
急
支
援

物
資
搬
送
の
経
験
を
い
た

し
ま
し
た
。
大
変
感
謝
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
組
織
に

よ
る
支
援
活
動
の
必
要
性

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
様
な
奉
仕
活
動
を

「ティッピングポイント」
長沼設備工業㈱

長沼　章

北
　
部
　
支
　
部

　

ま
ず
最
初
に
、
こ
の
投

稿
を
読
ま
な
い
で
い
た
だ

く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

毎
年
、
世
界
の
ど
こ
か

で
異
常
気
象
が
発
生
し
、

地
球
規
模
の
危
機
が
訪
れ

て
い
る
こ
と
は
皆
感
じ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
永

久
凍
土
の
融
解
で
、
地
下

深
く
に
溜
ま
っ
て
い
る
メ

タ
ン
が
大
量
に
噴
出
、
そ

れ
に
よ
り
温
暖
化
は
加
速

し
、
制
御
で
き
な
い
状
況

に
陥
っ
て
い
ま
す
。
二
酸

化
炭
素
に
比
べ
メ
タ
ン
は

25
倍
、
温
暖
化
す
る
能
力

が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
人
の
往
来
が
減

り
C
O
2
排
出
も
だ
い
ぶ

減
少
し
た
か
と
一
安
心
し

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

人
知
れ
ず
25
倍
の
ガ
ス
が

温
暖
化
を
加
速
し
て
い
る

の
で
す
。
は
た
し
て
人
類

は
自
然
を
制
御
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
は
神
が

施
し
た
一
つ
の
警
鐘
で
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ
の
発

生
源
は
中
国
の
武
漢
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
冷
静
に

考
え
た
と
き
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
永
久
凍
土
の
融

解
に
よ
る
未
知
の
ウ
イ
ル

ス
が
解
き
放
た
れ
た
と
推

測
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
？
永
久
凍
土
の
中
に
眠

っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
渡
り
鳥
に
よ
っ

て
武
漢
の
市
場
に
運
ば

れ
、
そ
れ
が
人
に
う
つ
り

蔓
延
し
た
。
遅
か
れ
早
か

れ
い
ず
れ
ウ
イ
ル
ス
は
ど

こ
か
に
運
ば
れ
こ
う
い
う

事
態
に
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
奇
し
く
も

人
類
が
犯
し
た
地
球
温
暖

化
が
引
き
金
に
な
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
新

種
の
ウ
イ
ル
ス
が
解
き
放

た
れ
て
い
く
こ
と
も
、
こ

れ
か
ら
確
実
に
起
こ
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
が
神
の
警
鐘
だ
と

し
た
ら
、
人
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
？
地

球
に
や
さ
し
い
生
活
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に

は
進
歩
で
は
な
く
後
退
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
神
は

そ
の
こ
と
を
人
類
に
解
る

よ
う
に
地
球
規
模
の
伝
染

病
を
投
げ
か
け
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
快
適

な
生
活
を
追
求
し
続
け
た

人
類
は
自
分
の
首
を
絞
め

続
け
て
い
た
の
で
す
。
例

え
ば
暑
い
夏
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
る
、
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
人
は
快
適
に
過
ご
せ

ま
す
が
、
温
暖
化
が
助
長

さ
れ
ま
す
。
夏
の
気
温
が

毎
年
上
昇
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
繰
り
返
し
が
今

の
あ
り
様
で
す
。
昔
の
生

活
に
も
ど
り
健
康
な
地
球

を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
快

適
さ
を
手
に
し
て
し
ま
っ

た
人
々
は
自
分
だ
け
は
快

適
で
い
て
も
地
球
は
大
丈

夫
と
考
え
て
い
ま
す
。
子

孫
の
将
来
を
考
え
る
と
気

が
重
く
な
る
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
も
は
や
手

遅
れ
感
い
っ
ぱ
い
で
す
。

続
け
ら
れ
る
の
は
、
日
頃

メ
ン
バ
ー
同
士
飲
み
会
な

ど
に
よ
り
絆
を
深
め
、
ク

ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
楽
し
く
活
動

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

支 
部 

だ 

よ 

り
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「小さな美しい町で」
㈱ユニパック

牛嶋　里美

「働き方」
㈱貫井産業

貫井　優太

西
　
部
　
支
　
部

東
　
部
　
支
　
部

　

『
私
と
小
鳥
と
鈴
と
』

は
童
話
詩
人
金
子
み
す
ゞ

の
代
表
作
の
一
つ
で
す
。

　

数
年
前
、
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
金
子
み
す
ゞ
記
念

館
館
長
の
矢
崎
節
夫
さ
ん

の
エ
ッ
セ
イ
を
読
み
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
「
題
で

は
『
私
と
小
鳥
と
鈴
と
』

だ
が
、
一
行
前
は
「
鈴

と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら

私
」
と
、
「
私
」
の
位
置

が
変
わ
っ
て
い
る
。
「
私

と
あ
な
た
」
で
は
な
く
、

「
あ
な
た
と
私
」
に
な
っ

た
時
、
初
め
て
自
分
優
先

で
は
な
く
、
「
み
ん
な
ち

が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」

と
い
う
ま
な
ざ
し
が
生
ま

れ
る
の
だ
」
等
の
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で
感

動
し
た
私
は
、
い
つ
か
こ

の
館
長
が
建
て
ら
れ
た
記

　

皆
さ
ん
は
仕
事
を
す
る

上
で
１
番
大
切
に
し
て
い

る
も
の
は
何
で
す
か
？

　

私
が
最
優
先
で
考
え
る

の
は
、
自
分
が
ど
れ
だ
け

余
裕
を
保
て
る
か
、
と
い

う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

　

私
は
新
卒
で
都
内
に
あ

る
I
T
企
業
の
営
業
職
に

つ
き
ま
し
た
。
当
時
、
や

る
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

た
私
は
、
１
年
目
か
ら
毎

日
終
電
近
く
ま
で
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

家
に
帰
っ
て
か
ら
も
支
給

さ
れ
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

念
館
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
続
け
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
子
育
て
か
ら
少

し
手
が
離
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
昨
年
思
い
切
っ
て
一

人
旅
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
は

山
口
県
長
門
市
仙
崎
の
小

さ
な
漁
港
町
に
あ
り
ま

す
。

　

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

の
私
は
1
日
数
本
の
電
車

と
バ
ス
を
乗
り
つ
ぎ
、
や

っ
と
長
門
駅
ま
で
は
着
い

た
も
の
の
、
次
の
バ
ス
が

来
る
の
は
2
時
間
後
、
も

ち
ろ
ん
タ
ク
シ
ー
な
ん
て

呼
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

し
か
た
な
く
私
は
歩
く

こ
と
に
。
穏
や
か
な
海
沿

の
道
は
、
誰
と
す
れ
違
う

こ
と
も
な
く
、
波
の
音
と

ト
ン
ビ
の
鳴
く
声
が
聞
こ

え
る
だ
け
で
す
。

　

心
地
よ
い
潮
風
を
感

じ
、
久
し
ぶ
り
に
マ
ス
ク

と
イ
ヤ
フ
ォ
ン
を
外
し

て
、
自
然
の
音
色
の
中
で

深
呼
吸
し
ま
し
た
。

　

時
間
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

も
気
に
し
な
い
一
人
旅
。

気
の
向
く
ま
ま
目
的
地
に

向
か
い
、
細
い
路
地
に
迷

い
込
み
、
不
安
な
気
持
ち

の
ま
ま
歩
き
進
む
と
、
そ

の
先
に
は
キ
ラ
キ
ラ
光
る

で
作
業
し
毎
日
深
夜
２

時
、
３
時
頃
寝
て
朝
６
時

に
起
き
る
と
い
う
生
活
で

し
た
。

　

当
時
は
若
か
っ
た
の
で

そ
ん
な
に
過
酷
な
状
況
で

も
不
思
議
と
平
気
で
、
週

末
は
必
ず
同
期
や
先
輩
と

朝
ま
で
飲
み
歩
い
て
い
ま

し
た
。
た
だ
今
思
え
ば
毎

日
余
裕
が
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
そ
ん
な

生
活
を
し
た
ら
一
週
間
と

持
た
な
い
自
信
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
ん
な
生
活
を
経
験

し
、
そ
の
後
も
約
５
年
間

の
建
築
会
社
を
経
て
、
今

の
会
社
に
就
職
し
毎
日
現

場
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

入
社
し
て
約
１
年
半
が
経

ち
、
よ
う
や
く
仕
事
に
慣

れ
、
冒
頭
で
話
し
た
よ
う

に
余
裕
を
持
っ
た
仕
事
が

出
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
そ
こ
ま
で
余
裕
を

持
つ
と
い
う
こ
と
に
拘
る

か
で
す
が
、
あ
り
き
た
り

で
す
が
や
は
り
結
婚
し
て

子
ど
も
を
持
っ
た
と
い
う

こ
と
が
１
番
の
理
由
で

す
。
自
分
に
余
裕
が
無
く

な
る
と
、
子
ど
も
や
嫁
に

対
す
る
態
度
に
も
影
響
す

る
か
ら
で
す
。
特
に
子
ど

も
は
感
受
性
が
強
く
、
す

ぐ
に
悟
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
パ
パ
怒
っ
て
い
る

の
？
ど
っ
か
具
合
悪
い

の
？
と
い
っ
た
風
に
。

　

一
時
期
そ
れ
が
頻
発

し
、
次
第
に
子
ど
も
が
私

に
対
し
て
遠
慮
す
る
よ
う

な
態
度
に
な
っ
た
時
は
本

当
に
反
省
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
も
常
に
余

裕
を
持
っ
た
行
動
、
生
活

を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

青
い
海
が
広
が
っ
て
…
ま

る
で
映
画
の
主
人
公
に
な

っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

自
分
の
足
で
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
歩
い
た
時
に
、

今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
も

の
、
見
過
ご
し
て
い
た
も

の
が
、
見
え
る
時
が
あ

る
。
時
に
は
迷
い
、
立
ち

止
ま
っ
た
っ
て
い
い
。
そ

ん
な
こ
と
を
み
す
ゞ
さ
ん

の
生
ま
れ
育
っ
た
小
さ
な

美
し
い
町
に
教
え
ら
れ
た

気
が
し
ま
し
た
。

私
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
飛
べ
な
い
が
、

飛
べ
る
小
鳥
は
私
の
よ
う
に
、

地
面
（
じ
べ
た
）
を
速
く
は
走
れ
な
い
。

私
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も
、

き
れ
い
な
音
は
出
な
い
け
ど
、

あ
の
鳴
る
鈴
は
私
の
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
な
唄
は
知
ら
な
い
よ
。

鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
私
、

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

埼玉県熊谷市本町2-116 アイジマビル 1F
048-501-5859
11:00～14:00
18:00～20:00（コロナで時短あり）
水曜

住 所
電 話
営業時間

定休日

ゴールデンタイガー

　今日はつけ麺、まぜそば専門店 ゴールデンタイガーを紹介します。
　連日行列が出来る程の大人気店です。
　場所は真夏には最高気温で上位に入るわが埼玉県で一番ホットなまち熊谷市！
　そんな暑い夏にぴったりのゴールデンタイガー特製、その名もTKM！を紹介します。
　TKM？これは「卵かけ麺」の略です。ゴールデンタイガーにインスパイヤされTKMを
提供するお店があるほど人気メニューです。
　TKMのトッピングはレモンか鰹節から選べます。麺と卵、そして醤油ダレとシンプル
なもので、レモンの爽やかともっちりの太麺を卵を絡めてツルッとあっという間に食べら
れてしまいます。まさに暑い日にぴったりであっさりとした味が特徴のTKM！です。
　通常　特盛600g(200円増)ですが、お店の人に
認められた者のみオーダーできる鬼盛り800g
(400円増)、更に上をいくタイガー盛り1kg！(500
円増)この夏常連さんになって熱い挑戦をしてみ
るのはいかがでしょうか！

真夏のゴールデンタイガー　熊谷市グルメグルメ
リポート(23)リポート(23)

富士管工㈱
大澤 一郎
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ダ
ム
を
巡
る
旅

埜
田　

暢

ダ
イ
ダ
ン
㈱

関
東
支
店

　

皆
さ
ん
は
ダ
ム
に
訪
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

数
多
く
は
山
奥
深
い
と
こ

ろ
に
あ
り
、
な
か
な
か
行

く
機
会
は
少
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
今
ま

で
全
国
約
５
０
０
基
の
ダ

ム
を
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
全
国
に
は
、
発
電
や

治
水
な
ど
を
目
的
と
し
て

約
２
７
０
０
基
の
ダ
ム
が

あ
り
、
埼
玉
県
に
も
15
基

の
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

ダ
ム
に
は
、
直
線
的
な

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

後
藤　

塁

渡
辺
パ
イ
プ
㈱

埼
玉
設
備
Ｓ
Ｃ

　

私
に
は
中
学
三
年
に
な

る
息
子
が
一
人
い
ま
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
運
動
が

嫌
い
で
、
小
学
校
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
な
ど
で
は
毎
度

前
日
に
な
る
と
体
調
が
悪

く
な
り
、
翌
日
の
大
会
を

ど
う
に
か
し
て
回
避
で
き

な
い
か
と
色
々
な
知
恵
を

絞
っ
て
い
ま
し
た
。

重
力
式
ダ
ム
、
弧
を
描
く

ア
ー
チ
式
ダ
ム
、
岩
を
敷

き
詰
め
た
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル

ダ
ム
な
ど
幾
つ
か
の
種
類

に
分
類
で
き
ま
す
が
、

個
々
に
特
徴
が
あ
り
同
じ

ダ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
な
か
で
私
が
お
勧

め
し
た
い
ダ
ム
は
、
長
野

県
須
坂
市
に
あ
る
「
豊
丘

ダ
ム
」
で
す
。
こ
の
ダ
ム

は
一
般
的
な
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
す
が
、

特
筆
す
べ
き
は
ダ
ム
湖
の

「
昇
竜
湖
」
で
す
。
湖
面

一
面
が
ブ
ル
ー
で
、
晴
れ

た
日
に
は
山
々
の
緑
と
湖

面
の
青
が
調
和
し
、
素
晴

ら
し
い
景
観
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
香
川
県

観
音
寺
市
に
あ
る
「
豊
稔

池
ダ
ム
」
で
す
。
こ
ち
ら

は
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

古
城
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

石
積
み
の
堤
体
で
、
真
下

か
ら
間
近
に
ダ
ム
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
独
特

の
形
状
か
ら
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

是
非
機
会
が
あ
れ
ば
、

日
常
の
喧
騒
か
ら
離
れ

て
、
都
会
と
は
違
っ
た
景

色
と
空
気
に
触
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
豊
丘
ダ
ム
」と「
昇
竜
湖
」

　

そ
ん
な
息
子
が
中
学
入

学
と
同
時
に
ラ
グ
ビ
ー
部

に
入
部
し
た
ん
で
す
。
理

由
は
好
意
を
持
つ
子
が
テ

ニ
ス
部
に
入
る
噂
を
聞

き
、
テ
ニ
ス
部
に
入
り
た

か
っ
た
よ
う
な
の
で
す

が
、
男
子
テ
ニ
ス
部
が
な

く
男
ら
し
く
見
せ
る
た
め

に
ラ
グ
ビ
ー
を
選
ん
だ
と

の
こ
と
。
今
も
昔
も
男
子

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
変

わ
り
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
サ
ボ
り
癖
の
あ

る
息
子
で
す
が
入
部
以
降

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

保
ち
、
ど
ん
な
暑
い
日
も

雨
の
日
も
毎
日
練
習
に
参

加
し
頑
張
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　

今
で
は
身
長
は
父
を
追

い
越
し
立
派
な
ラ
ガ
ー
マ

ン
へ
と
変
貌
し
、
先
日
中

学
最
後
の
大
会
を
一
回
戦

敗
退
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
本
人
曰
く
「
大
切
な

仲
間
と
出
会
え
た
こ
の
三

年
間
最
高
に
楽
し
か
っ

た
」
と
の
こ
と
。
息
子
の

こ
の
言
葉
は
私
へ
の
最
高

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

〒330－0064
さいたま市浦和区岸町7－5－21
プリミエコート岸町ビル２階　
TEL：０４８－６１３－６５６６
FAX：０４８－６１３－６５４９
メール：saitama@ns.nikoukei.co.jp

☆ご契約、試読のお申込みは　
https://nikoukei-saitama.jp/lp/

日本工業経済新聞社 さいたま支局
埼玉建設新聞 電子版

賛
　
助
　
会
　
員
　
寄
　
稿
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〒３5０－０８37
岡部バルブ工業㈱
川越市石田1－1
TEL０４9－224－4111　ＦＡＸ０４9－224－4040

〒３3０－０８56
㈱小泉北関東
さいたま市大宮区三橋２－６０３
TEL０４８－６２３－６３１１　ＦＡＸ０４８－６２２－５１０６

〒３3１－０８１２
㈱ノーリツ
さいたま市北区宮原町１－８５３－８
TEL０４８－６５３－３００３　ＦＡＸ０４８－６５３－３１７０

北関東支店

北関東支店
〒３3１－０８１１
渡辺パイプ㈱
さいたま市北区吉野町１－３９９－３
TEL０４８－６５２－９７５１　ＦＡＸ０４８－６５４－１９１３

埼玉営業所
〒３3１－０８１２
東テク㈱
さいたま市北区宮原町３－３７２
TEL０４８－６５３－７８２１　ＦＡＸ０４８－６５３－７８２０

北関東支店
〒３62－０014
リンナイ㈱
上尾市本町３－３－7
TEL０４８－770－6000　ＦＡＸ０４８－776－8012

〒104－0032
日本管材センター㈱
東京都中央区八丁堀2－24－3
TEL０3－5541－5387　ＦＡＸ03－5541－5707

北関東支店
〒３３０－０８５４
三菱電機冷熱機器販売㈱
さいたま市大宮区桜木町１－１１－３
TEL０４８－６５７－３０２２　ＦＡＸ０４８－６５７－３０２３

首都圏支店
〒３３０－０８０１
㈱川本製作所
さいたま市大宮区土手町１－６３－１
TEL０４８－６５０－５８７１　ＦＡＸ０４８－６５０－５８６１

〒３３１－０８１２
ユアサ商事㈱
さいたま市北区宮原町４－７－５
TEL０４８－６５２－１４８１　ＦＡＸ０４８－６５１－８１１０

埼玉支社
〒３３０－０８０２
㈱ＬＩＸＩＬ
さいたま市大宮区宮町２－８１
TEL０４８－６３３－４１２６　ＦＡＸ０４８－６３３－４１５８

東京本社
〒104－8307
㈱クボタケミックス
東京都中央区京橋2－1－3
TEL03－3245－3085　ＦＡＸ03－3245－3840

〒３６０－０８４３
紘永ＣＭＣ㈱
熊谷市三ヶ尻３０４７
TEL０４８－５３２－３９６９　ＦＡＸ０４８－５３２－１４６１

〒３３０－０８54
積水化学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町４－333-13
TEL０４８－６４６－０１６０　ＦＡＸ０４８－６４４－９３１６

北関東支社
〒３３1－081２
TOTO㈱
さいたま市北区宮原町4－24－7
TEL０５７０－０８８７０１　ＦＡＸ０４８－633－6590

〒３４９－０１３１
㈱エヌ・ワイ・ケイ
蓮田市根金１６８９－１
TEL０４８－７６６－１２１１　ＦＡＸ０４８－７６７－１０２１

〒３３２－８５５５
㈱フカガワ
川口市西青木２－９－５
TEL０４８－２５７－３１９６　ＦＡＸ０４８－２４２－０５６６

〒３３０－０８５２
ダイキンＨＶＡＣソリューション東京㈱
さいたま市大宮区大成町３－２７６－１
TEL０４８－６６１－３５２０　ＦＡＸ０４８－６６１－２６２５

〒３３６－００１５
内藤環境管理㈱
さいたま市南区大字太田窪２０５１－２
TEL０120－01－２５９０　ＦＡＸ０４８－８８６－２８１７

北関東営業所
〒３３５－００２２
森松工業㈱
戸田市上戸田１－１７－１９
TEL０４８－４４７－８０６８　ＦＡＸ０４８－４４７－８０９８

北関東支店
〒３３１－０８１１
㈱中西製作所
さいたま市北区吉野町２－１７７－１
TEL０４８－６６７－１０８１　ＦＡＸ０４８－６６３－４０４６

〒３３１－０８２２
㈱荏原製作所
さいたま市北区奈良町１４－３

北関東支社

TEL０４８－６６６－３３３８　ＦＡＸ０４８－６５２－０８６５

〒３３7－００53
テラル㈱
さいたま市見沼区大和田町2－1018－2
TEL０４８－681－7822　ＦＡＸ０４８－681－7082

北関東支店
大宮営業所

第1種賛助会員

第2種賛助会員

TEL０４８－６４３－２９１１　ＦＡＸ０４８－６４３－２９７９

〒３３０－０８５４
㈱朝日工業社 北関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－１１－９
TEL０４８－６５０－５４００　ＦＡＸ０４８－６４９－６４００

〒３３０－０８４５
三建設備工業㈱ 北関東支店

さいたま市大宮区仲町３－１３－１

TEL０４８－６４４－８４６８　ＦＡＸ０４８－６４５－８３８４

〒３３０－０８０２
ダイダン㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町２－３５

TEL０４８－６４３－２２２２　ＦＡＸ０４８－６４３－２２６３

〒３３０－０８０２
新菱冷熱工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町１－３８－１

TEL０４８－６８７－３２８１　ＦＡＸ０４８－６８７－３４３１

〒３３７－００５１
大成設備㈱ 北関東支店

さいたま市見沼区東大宮５－３０－１５

TEL０４８－６４６－０６０４　ＦＡＸ０４８－６４４－８０８８

〒３３０－０８４６
東洋熱工業㈱ 北関東営業所

さいたま市大宮区大門町３－２２－３
TEL０４８－６６９－３８１１　ＦＡＸ０４８－６６９－３８１２

〒３３１－０８１２
大成温調㈱ 関東支店

さいたま市北区宮原町２－３４－３

TEL０４８－６４４－３４２５　ＦＡＸ０４８－６４９－１９６６

〒３３０－８６６９
三機工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－７－５
TEL０４８－２３３－９０１１　ＦＡＸ０４８－２３３－９０１０

〒３３５－０００２
第一工業㈱ 北関東営業所

蕨市塚越５－３７－１６

TEL０４８－６５０－１２０２　ＦＡＸ０４８－６４３－０８８２

〒３３０－０８54
高砂熱学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町１－10－１6

関信越支店
埼玉営業所

TEL０４８－６４０－５７７５　ＦＡＸ０４８－６４３－０２１１

〒３３０－０８０１
㈱テクノ菱和 北関東支店

さいたま市大宮区土手町１－３８－１
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北  部  支  部北  部  支  部

さ い た ま 支 部さ い た ま 支 部

電  話
ＦＡＸ

県南設備工業株式会社
さいたま市見沼区東大宮２－３１－２
〒 ３ ３ ７ － ０ ０ ５ １

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）５ ９ ４ １ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ １ ）０ ２ ６ ４

電  話
ＦＡＸ

大宮管工株式会社
さ い た ま 市 北 区 奈 良 町 １ ５ ４
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ２ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）２ １ ５ ４ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ ２ ）７ ８ ３ ３

三水冷熱株式会社
さいたま市桜区西堀１０－１２－２９
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ３ ）７ １ ５ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）９ ６ ５ ３

積田冷熱工事株式会社
さ い た ま 市 緑 区 大 門 2 6 1 9
〒 ３ ３ 6 － ０ 9 6 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 6 7 ）6 0 5 １ ㈹
０ ４ ８（ 7 6 7 ） 6 9 0 1

株式会社清水アーネット
熊 谷 市 問 屋 町 ３ － ３ － 1 2
〒 ３ ６ ０ － ８ ５ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）０ １ ２ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ６ ）６ ５ ２ ４

オ キ ナ ヤ
熊 谷 市 江 南 中 央 ２ － １ ７ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ １１ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ３ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ４ ４

株式会社

電  話
ＦＡＸ

大 ク マ 工 業
さいたま市中央区鈴谷９－１３－８
〒 ３ ３ ８ － ０ ０ １３

０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）６ ８ ６ ２ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）２ ９ ２ １

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市大宮区櫛引町１－８２３
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ５ １

深井設備工事

０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ９ ７ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ５ ０

株式会社

電  話
ＦＡＸ

ミヤザワ工業株式会社
鴻 巣 市 笠 原 １ ６ ８ ８ － １
〒 ３ ６ ５ － ０ ０ ２ ３

０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）６ ４ １７ ㈹
０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）５ ２ １ ８

ハギワラ株式会社
さいたま市見沼区深作3－ 2 4 － 3
〒 ３ ３ 7 － ０ ０ 0 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 1 ）0 2 2 0 ㈹
０ ４ ８（ 6 8 1 ） 0 2 2 1

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台１－１－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

埼 玉 ヤ マト

０ ４ ８（ 7 5 7 ）2 2 0 0 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 2 2 1 8

株式会社

電  話
ＦＡＸ

シ ン エ イ
さ い た ま 市 北 区 本 郷 町 ２ ６ ０
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ０ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）３ ３ ６ ６ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ７ ）６ ２ ２ ９

株式会社

ア ス テ ッ ク
さいたま市桜区道場字拾石田７０９－１
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ０ ０

株式会社

オ ール ワ ン
さいたま市 見 沼 区 片 柳 1 － 1 1 6
〒 ３ ３ 7 － ０ 0 2 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 8 ） 6 8 8 8
０ ４ ８（ 6 8 5 ） 0 5 5 1

株式会社

電  話
ＦＡＸ

富士管工株式会社
さいたま市大宮区吉敷町４－１１－１
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ４ ３

０ ４ ８（ ６ ４ １ ）２ ３ ８ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ４ ４ ）６ ８ ４ ３

電  話
ＦＡＸ

上 尾 市 小 泉 ９ － ３ － １ ４
〒 ３ ６ ２ － ０ ０ ６ ３

金 子 設 備

０ ４ ８（ ７ ７ ３ ）６ ０ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ７ ７ ４ ）６ ２ ５ ７

株式会社

電  話
ＦＡＸ

アサヒ住建株式会社
上 尾 市 大 字 平 塚 2 5 5 8 － 4
〒 ３ 6 2 － 0 0 1 1

０ ４ ８（ 7 2 8 ） 7 5 7 6
０ ４ ８（ 7 2 8 ） 6 8 4 0

電  話
ＦＡＸ

志 木 市 下 宗 岡 ３ － ４ － ９
〒 ３ ５ ３ － ０ ０ ０ ３

細 田 管 工

０ ４ ８（ ４ ７ ３ ）７ ２ ３ ２ ㈹
０ ４ ８（ ４ ７ ５ ）２ ０ ７ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ ９ － ０ ０ 8 2

サイエイヤマト

０ ４ ８（ ７ ５ ８ ）１ ３ ０ ８ ㈹
０ ４ ８（ ７ ５ ６ ）５ ８ ８ ９

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市桜区西堀８－１２－１５
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

新研設備工業

０ ４ ８（ ８ ５ ６ ）２ ９ １１ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ １ ）５ １ ５ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市南区鹿手袋３－４－１０
〒 ３ ３ ６ － ０ ０ ３ １

泉 屋 工 務 店

０ ４ ８（ ８ ６ ４ ）１１ ７ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ６ ６ ）４ ８ ２ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市北区宮原町４－ ６７ －１
〒 ３ ３ １ － ０ ８ １ ２

飯 沼 工 務 店

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）３ ４ ６ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）１ ０ ８ ０

株式会社

ヤマト埼玉支店
さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 5 7 ）1 1 2 1 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 1 1 0 6

株式会社

堀田設備工業
東 松 山 市 上 野 本 9 5 1 － 2
〒 ３ ５ ５ － ０ ０ 7 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１１ ５ １ ㈹
０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１ １ ０ ７

株式会社

株式会社並木設備工業
熊 谷 市 玉 井 １ ８ ２ ３
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ２ ）６ ３ ３ ９ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ３ ）１ ０ ９ １

ソーセツエンジニアリング株式会社
熊 谷 市 広 瀬 ４ １ ６ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ４ ）５ ８ ２ １ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）４ ８ ６ ３

暑中お見舞い申し上げます
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竹内セントラル株式会社
草 加 市 氷 川 町 2 1 1 2 － ６
〒 ３ ４ ０ － ０ ０ ３ 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ７ ５

不破設備工業株式会社
入 間 市 仏 子 １ ２ ０ ２ － ４
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）０ ７ ３ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）５ ５ １ ５

昭和工業株式会社
川 越 市 石 原 町 ２ － ５ ８ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － ０ ８ ２ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ １ ４ ９ ㈹
０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ ６ ６ 0

三 郷 市 新 和 4 － 4 6 3
〒 ３ ４ 1 － ０ ０ 3 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ 5 ４ ）2 5 5 3 ㈹
０ ４ ８（ ９ 5 4 ） 2 5 5 4

入間空調株式会社
入 間 市 大 字 小 谷 田 ６ ４ ４ － １
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ２ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）０ ２ ６ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）８ ９ ２ ８

正和工業株式会社
春 日 部 市 豊 野 町 ２ － ３ ２ － １９
〒 ３ ４ ４ － ０ ０ １ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ７ ３ ６ ）６ １１１ ㈹
０ ４ ８（ ７ ３ ４ ）９ ８ ９ ０

埼玉設備工業株式会社
川 越 市 岸 町 １ － １ ５ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － １１３ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ４ １ ）４ ３ ４ ３ ㈹
０ ４ ９（ ２ ４ １ ）１ １ １ １

ユ ニ パ ック
川 口 市 西 川 口 2 － 7 － 1
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ １ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ ２

株式会社

梅 沢 水 道
川 口 市 前 川 3 － １ 7 － 9
〒 ３ ３ 3 － ０ 8 4 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ 6 5 ）7 7 3 9 ㈹
０ ４ ８（ 2 6 9 ） 0 1 7 6

有限会社

本 田 工 業
春 日 部 市 谷 原 新 田 1 4 0 4
〒 ３ 4 4 － ０ 0 3 5

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 3 6 ）2 9 2 9 ㈹
０ ４ ８（ 7 3 7 ） 4 3 8 1

有限会社

ＫＥＮＳＥＩ株式会社

杉 本 設 備
加 須 市 南 篠 崎 １ ０ ６ ６ － ６
〒 ３ ４ ７ － ０ ０ １７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）０ ５ ８ １ ㈹
０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）５ ４ ８ ３

株式会社

協 和 設 備
越 谷 市 大 道 ４ ７ ８
〒 ３ ４ ３ － ０ ０ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ ０ ㈹
０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ １

株式会社

磯 部 工 業
三 郷 市 東 町 ４ ６
〒 ３ ４１ － ０ ０ ３ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）４ ９ ０ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）５ ２ ８ ８

株式会社

篠 田 設 備
三 郷 市 仁 蔵 ４ ４ ８ － １
〒 ３ ４１ － ０ ０ ２ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ６

株式会社

浅 倉 水 道
川 口 市 仲 町 １ ８ － ５
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ０ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ５

株式会社

協同エンジニアリング
狭 山 市 上 奥 富 新 堀 9 7
〒 ３ ５ ０ － １３ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ４ ）６ ３ ２ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）７ ２ ９ ５

株式会社

渋谷設備工業
狭 山 市 笹 井 1 － 5 － 8
〒 ３ ５ ０ － １３ ２ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）４ ９ ６ ４ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）１ ２ ０ １

株式会社

糟谷設備工業所
所 沢 市 大 字 山 口 ２ ８ ２ ５ － １
〒 ３ ５ ９ － １１ ４ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ８ ８ ㈹
０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ６ ９

株式会社

北田設備工業
飯 能 市 大 字 双 柳 ５ － １
〒 ３ ５ ７ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ２（ ９ ７ ３ ）３ ２ ４ １ ㈹
０ ４ ２（ ９ ７ ４ ）２ ６ ９ ９

株式会社

貫 井 産 業
所 沢 市 大 字 上 安 松 ９ ０ ９
〒 ３ ５ ９ － ０ ０ ２ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ９ ３ ）０ １１ ０ ㈹
０ ４（ ２ ９ ９ ８ ）２ ２ ７ ３

株式会社 埼玉トーカイ
熊 谷 市 上 之 6 0 8 － 1
〒 ３ 6 0 － ０ ０ 1 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ 8（ 5 7 7 ）7 4 3 6 ㈹
０ ４ 8 （ 5 7 7 ） 7 4 5 6

株式会社

長沼設備工業株式会社
本 庄 市 前 原 ２ － ３ － １ ８
〒 ３ ６ ７ － ０ ０ ４ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ５（ ２ ４ ）２ ４ ３ ４ ㈹
０ ４ ９ ５（ ２ １ ）５ １ ５ ７

セイフル株式会社
深 谷 市 上 野 台 ２ ４ ２ ３ － ６
〒 ３ ６ ６ － ０ ８ ０ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）２ ４ ４ ２ ㈹
０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）６ ８ ４ ０

暑中お見舞い申し上げます

西 部 支 部西 部 支 部

東 部 支 部東 部 支 部

電  話
ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ６

西 部 支 部西西西西 部部部部 支 部部 支 部部 支 部 支 部 支 部
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＜編集後記＞
広報委員会　岡田　章

　令和5年盛夏号にあたり、ご寄稿をいただき感
謝申し上げます。
　コロナ禍も落ち着きを感じられるようになって参
りましたが、委員会のメンバーは、マスク着用も互
いに、まちまちでやっております。
　コロナ禍の後は熱中症と豪雨自然災害。
　線状降水帯に見舞われた地域では大きな災害
が起きております。
　現在のところ埼玉では、大きな災害の発生は起
きてはおりませんが、県内でも、各自治体からハザ
ードマップにて多くの地域に危険個所が周知され
ております。線状降水帯は、いつどこにでも発生の
危険性があります。
　危険が感じられる時は、お互いに早い避難行
動で回避するように心がけましょう。
　皆さん暑い中を明るく、暑さも楽しみながら、どう
か元気にお過ごし下さい。

 【五葉松】

　毎日暑い日が続いています。熱中症にかからないように注意をして下さい。
　初夏の盆栽も水を多く求めています。この時期は、雨がふったからといって水をあげないでいると、逆に水を切らす
こともありますので特に気を付けて下さい。毎日の作業としてサイクルを決めて実行することが大切です。夏を乗り切
るため、初夏の水やりは言うまでもなく大切です。出来れば朝水をくれて夕方もう一度水を与えると良いと思います。
　夏の緑が目にしみる盆栽を見ることができ、夏を乗り切れる勇気を持ち、盆栽を趣味にもって良かったと思います。

盆栽シリーズ

「盆栽に思う」
一般社団法人日本盆栽協会　大澤　規郎（富士管工㈱）


